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23年10月１日現在 前月比 前年同月比

14,769 （－）� 15 （－）� 171

　男� 6,951

　女� 7,818

（－）� 9

（－）� 6

（－）� 91

（－）� 80

世帯数� 6,527 （－）� 6 （－）� 16

野
辺
地
町
長 

中 

谷 

純 

逸

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

町
長
に
就
任
を
い
た
し
ま
し
て
、

町
民
の
皆
さ
ま
に
改
め
て
ご
挨
拶
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
町
長
選
挙
に
お
い
て

は
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
力

強
い
ご
支
援
を
賜
り
、
初
当
選
の
栄

に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
政

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
現
在
、

己
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
の
重
大
さ

を
、
あ
ら
た
め
て
痛
感
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

　

選
挙
の
折
に
も
、
町
民
の
皆
さ
ま

に
訴
え
て
き
た
多
く
の
約
束
の
実
現

に
向
け
、
議
員
の
方
々
を
始
め
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
承
り
な
が

ら
、
一
生
懸
命
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

私
の
町
政
運
営
の
基
本
方
針
は
、

誠
実
・
公
正
を
旨
と
し
、
行
政
改
革

の
推
進
及
び
財
政
規
律
の
厳
守
に
努

め
、
町
民
皆
さ
ま
の
目
線
に
立
っ
た

町
政
を
運
営
す
る
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
町
職
員
が
、
町
民
皆
さ
ま
の
悩

み
・
苦
し
み
・
悲
し
み
を
、
職
員
一

人
ひ
と
り
の
悩
み
・
苦
し
み･

悲
し

み
と
し
て
受
け
取
り
、
誠
実
・
親
切
・

丁
寧
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

た
時
、
皆
さ
ま
と
協
働
で
我
が
町
を

創
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

野
辺
地
町
が
置
か
れ
た
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
で
求
め
ら
れ
る
こ
と

は
、「
将
来
へ
の
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン

の
再
構
築
」「
積
極
的
な
情
報
公
開
」

そ
し
て
「
真
の
協
働
に
よ
る
住
民
自

治
の
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
こ
れ
か
ら
の
町

の
方
針
を
き
ち
ん
と
説
明
す
る
こ
と

を
通
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
共
感

し
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま

す
。

　
「
が
ん
ば
っ
た
元
気
が
必
ず
自
分

に
か
え
っ
て
く
る
」
こ
と
を
皆
さ
ま

が
実
感
で
き
、
自
分
た
ち
の
「
ま
ち

づ
く
り
へ
の
関
わ
り
に
誇
り
が
持
て

る
」
よ
う
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
た

め
に
、

●
ま
ず
は
「
雇
用
」
そ
し
て
循
環
す

る
経
済
へ

●
「
い
の
ち
」
を
大
切
に
す
る
野
辺

地
へ

●
心
あ
る
「
人
づ
く
り
」
の
野
辺
地

町
へ

●
対
等
の
立
場
で
地
域
連
携
を

●
未
来
の
元
気
の
た
め
に
財
政
再
建

を
こ
の
五
つ
の
重
点
項
目
を
積
極
的
に

推
進
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

厳
し
い
社
会
情
勢
そ
し
て
財
政
環

境
で
あ
り
、
困
難
が
予
想
さ
れ
ま
す

が
、
十
年
後
、
二
十
年
後
の
野
辺
地

町
の
姿
を
見
通
し
た
行
政
を
目
指
し

て
、
全
力
を
挙
げ
て
皆
さ
ま
の
負
託

に
応
え
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
協
力
と

ご
理
解
を
お
願
い
し
、
就
任
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。



まちのニュース

第１回野辺地町民スポーツ交流会
青森山田高等学校体操部模範演技披露
　９月25日、町立体育館において、第１回野辺地町民ス
ポーツ交流会「Let's enjoy sports」が町教育委員会の主
催により開催されました。
　午前は、新体操競技の名門校で、数度の全国高校総体
で優勝するなど、全国的に有名な青森山田高等学校体操
部の皆さんによる新体操の模範演技や、チビッコを対象
にした床運動の実技指導などを行いました。
　会場に集まった300人を超える町民を魅了する見事な
演技を披露しました。
　午後からは、トランポリン教室、日頃の運動不足を再
確認した新体力テストが開催され、参加者は爽やかな汗
を流していました。

野辺地町障害者福祉会　上十三障害者
ゲートボール大会で２年連続優勝！
　野辺地町障害者福祉会（能登谷秀雄会長）は、９月16
日、三沢市で開催された「第26回上十三障害者ゲートボー
ル大会」で見事２年連続５回目の優勝を飾りました。
　大会には、６市町村のチームが参加、野辺地チームは、
日頃の練習での力を遺憾なく発揮し、チームワークも
上々、予選リーグをトップで通過し、決勝戦では地元の
三沢市を破り２年連続優勝を飾りました。
　能登谷会長は、「普段の練習の成果が出て、連続優勝
ができたことは素晴らしい。３年連続優勝を目指して今
後も練習に励んで欲しい」と選手を激励していました。

スポーツ少年団フェスティバル
剣道大会

第10回 河童水泳大会

　10月２日、町立体育館において、標記大会が開催され
ました。県内15市町村から約400人の参加があり、少年
剣士たちが熱戦を繰り広げました。
　当日は、体育館に入りきれないのではと思うほどの保
護者の方が応援に駆けつけ、少年剣士たちに熱い声援を
送っていました。
○大会結果（個人戦のみ掲載）
小学生男子の部　優勝
　 むつ北心館スポーツ少年団　井田光哉
女子の部　 千年剣道スポーツ少年団　奈良岡麗
中学生男子の部　優勝
　 尚道館スポーツ少年団　　　丸野弘明
女子の部　 三沢市剣道スポーツ少年団　田邊　和
 （※野辺地剣道スポーツ少年団　小又みちる　弟３位）

　10月16日、サン・ビレッジ「屋内温水プール」におい
て、野辺地町水泳協会（柴崎準次会長）主催により、第
10回河童水泳大会が開催されました。
　小学校３年生から６年生の男女17人が自由形・背泳
ぎ・平泳ぎ・フリーリレーの４種目に熱戦が繰り広げら
れ、保護者などの参観者から盛んな声援が送られていま
した。
　女子５年生25ｍ自由形で原田千愛さん（野辺地小学校）
が20秒12で、大会新記録を出して優勝しました。

一糸乱れぬ華麗な演技

優勝旗を手に野辺地町チームの皆さん

白熱した試合が行われました

フリーリレーの一斉スタート

2



まちのニュース

Let's enjoy Marching
マーチングバンド・バトントワーリング
　10月19日、 町 立 体 育 館 に お い て、「Let's enjoy 
Marching」と題し、「のへじ次世代基金」（蛯名良雄理
事長）の平成23年度プロジェクト事業として、県立三沢
商業高等学校吹奏楽部（生徒72人）のマーチングバンド・
バトントワーリングの演奏・演技が行われました。
　部員の中には、当町小・中学校を卒業した生徒11人が、
演奏を前に一人ずつ出身校と各パートの楽器などの自己
紹介の後、阿佐美圭祐さん（宇都宮市在住）による金管
楽器・木管楽器・打楽器などの楽器の紹介の後、音楽に
合わせて、息の合った演奏と演技を披露し、約250人の
町民を魅了しました。

県トラック協会から
ストップマークの贈呈
　９月28日、野辺地警察署において、（社）青森県トラッ
ク協会上十三支部（関敏夫代表）から、野辺地町・横浜
町・六ヶ所村交通安全母の会各代表者へ、ストップマー
クの贈呈式が行われました。
　ストップマークは、「とまれ」と書かれたシール状の
物で交差点や横断歩道に貼り付けて、児童や生徒の交通
事故防止に役立てるための物です。
　贈呈された、各交通安全母の会会長からは、「事故防
止に役立つと思います。大事に使わせてもらいます」と
お礼の言葉がありました。

老人クラブ連合会女性部 『芸能発表会』

早め点灯で事故防止

　10月11日、中央公民館ホールにおいて、野辺地町老人
クラブ連合会女性部（荒川麗子部長）による『芸能発表
会』が開催されました。唄や踊りなど二部構成で全26の
演目が披露され、会場に集まった約300人の観客からは、
声援や大きな拍手が送られていました。
　この『芸能発表会』は、回を重ね、今年で13回目を数
え、会員の親睦や交流を深めるために毎年開催され、恒
例行事となっています。

　野辺地地区交通安全協会（高田光雄会長）は９月26日、
野辺地警察署前から新町通りの約１キロを、地区交通安
全母の会や女性ドライーバーの会の方々などの関係者約
30人が、ちょうちんやのぼりを手にして、ドライバーの
皆さんに“事故防止のために夕暮れ時には早めにライト
を点灯しましょう”と呼びかけて行進しました。
　行進の出発前に、高田会長から、『地域の交通安全関
係者などのボランティアの方々の地道な活動が、交通事
故防止につながることを期待する』とのあいさつがあり
ました。

息の合った見事なフォーメーション

ストップマークを手に、母の会会長さん達と
県トラック協会上十三支部（関敏夫さん）

日頃の練習の成果を発表した皆さん

夕暮れ時に早めにライト点灯！を呼びかける関係者たち
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項　　　目 Ｈ22（万円）Ｈ21（万円）対前年度増減額（万円）

町税 128,643� 129,197� △�554

町民税 51,471 52,528 △ 1,057

固定資産税 62,815 62,856 △ 41

軽自動車税 2,431 2,325 106

町たばこ税 11,245 10,810 435

入湯税 681 678 3

地方譲与税 6,003� 6,103� △�100

地方揮発油譲与税 1,767 985 782

自動車重量譲与税 4,236 4,441 △ 205

地方道路譲与税 0 677 △ 677

利子割交付金 378� 464� △�86

配当割交付金 100� 77� 23

株式等譲渡所得割交付金 27� 34� △�7

地方消費税交付金 14,107� 14,131� △�24

自動車取得税交付金 1,502� 1,585� △�83

地方特例交付金 2,330� 1,415� 915

地方交付税 225,612� 207,834� 17,778

交通安全対策特別交付金 196� 220� △�24

分担金及び負担金 7,943� 7,878� 65

使用料及び手数料 5,760� 5,838� △�78

使用料 3,086 3,201 △ 115

手数料 2,674 2,637 37

国庫支出金 52,439� 67,784� △�15,345

国庫負担金 43,294 30,448 12,846

国庫補助金 8,681 36,801 △ 28,120

国庫委託金 464 535 △ 71

県支出金 66,727� 62,774� 3,953

県負担金 23,742 23,090 652

県補助金 37,446 32,693 4,753

県委託金 5,539 6,991 △ 1,452

財産収入 641� 918� △�277

財産運用収入 271 265 6

財産売払収入 370 653 △ 283

寄附金 166� 430� △�264

繰入金 958� 3,723� △�2,765

特別会計繰入金 654 1,682 △ 1,028

基金繰入金 304 2,041 △ 1,737

繰越金 4,217� 12,363� △�8,146

諸収入 11,833� 11,480� 353

延滞金加算金及び過料 15 12 3

町預金利子 1 1 0

受託事業収入 196 192 4

雑入 11,621 11,275 346

町債 60,598� 61,173� △�575

歳入合計 590,180� 595,421� △�5,241

平成22年度　歳　入

　　町民１人あたりでは…	 （平成23年４月１日現在の人口14,759人で計算）

野辺地町　の家計簿

の
実 質

収支額 1億6,378万円
黒字

歳入歳

出引額 1億8,100万円

※　端数については、四捨五入している。

《使われたお金》

民 生 費 112,283 円 諸 支 出 金 14,610 円 

衛 生 費 73,286 円 商 工 費 6,814 円 

総 務 費 59,672 円 農林水産業費 5,380 円 

教 育 費 37,078 円 議 会 費 4,748 円 

消 防 費 27,599 円 労 働 費 281 円 

公 債 費 24,241 円 災 害 復 旧 費 0円 

土 木 費 21,622 円 計 387,614 円�

　

平
成
22
年
度
一
般
会
計
や
国
保
特
別
会
計

な
ど
の
七
つ
の
特
別
会
計
の
決
算
が
、
去
る

九
月
定
例
議
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
今
月
は
そ
の
決
算
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

一
般
会
計
歳
入
は
59
億
１
８
０
万
円
、
歳

出
は
57
億
２
千
80
万
円
で
、
差
引
1
億
８
千

１
０
０
万
円
。
こ
の
う
ち
、
事
業
を
平
成
23

年
度
に
繰
越
し
て
実
施
す
る
分
の
経
費
1
千

７
２
２
万
円
を
差
引
い
た
実
質
収
支
で
1
億

６
千
３
７
８
万
円
の
黒
字
に
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
金
額
を
前
年
度
に
比
較
す
る
と
、
1

億
９
千
１
２
４
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
手
当
給
付
事
業
で
増

加
し
た
も
の
の
、
定
額
給
付
金
事
業
や
戸
籍

電
算
化
事
業
な
ど
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
る

減
少
が
大
き
か
っ
た
の
が
、そ
の
理
由
で
す
。

一般会計歳入
59億180万円

《納めた町税》

固 定 資 産 税 42,560 円 

町 民 税 34,874 円 

町 た ば こ 税 7,619 円 

軽 自 動 車 税 1,647 円 

入 湯 税 461 円 

計 87,161 円�
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項　　　目 Ｈ22（万円）Ｈ21（万円）対前年度増減額（万円）

議会費 7,007� 6,940� 67

総務費 88,070� 124,935� △�36,865

総務管理費 68,914 99,106 △ 30,192

徴税費 9,082 9,926 △ 844

戸籍住民基本台帳費 5,037 12,201 △ 7,164

選挙費 2,168 2,360 △ 192

統計調査費 631 236 395

監査委員費 27 37 △ 10

安全安心まちづくり対策費 2,211 1,069 1,142

民生費 165,719� 161,661� 4,058

社会福祉費 102,406 110,933 △ 8,527

児童福祉費 63,312 50,713 12,599

生活保護費 1 15 △ 14

衛生費 108,163� 88,722� 19,441

保健衛生費 12,616 8,543 4,073

清掃費 57,998 54,813 3,185

病院費 37,549 22,365 15,184

上水道費 0 3,001 △ 3,001

労働費 415� 658� △�243

農林水産業費 7,940� 14,084� △�6,144

農業費 4,356 4,113 243

林業費 938 2,895 △ 1,957

水産業費 2,646 7,076 △ 4,430

商工費 10,057� 7,917� 2,140

土木費 31,912� 35,724� △�3,812

土木管理費 7,247 7,132 115

道路橋りょう費 21,263 26,480 △ 5,217

河川費 992 176 816

港湾費 798 636 162

都市計画費 758 385 373

住宅費 854 615 239

急傾斜地対策事業費 0 300 △ 300

消防費 40,733� 39,490� 1,243

教育費 54,724� 55,901� △�1,177

教育総務費 11,083 11,512 △ 429

小学校費 9,121 8,022 1,099

中学校費 5,733 5,391 342

社会教育費 13,478 15,100 △ 1,622

保健体育費 15,309 15,876 △ 567

災害復旧費 0� 1,109� △�1,109

公債費 35,777� 38,542� △�2,765

諸支出金 21,563� 15,521� 6,042

歳出合計 572,080� 591,204� △�19,124

平成22年度　歳　出

平成22年度特別会計決算

野辺地町　の家計簿

平成22年度決算

　　　　※　端数については、四捨五入している。

会計別

項目

国民健康

保険事業

老人保健

事業

後期高齢者

医療事業

介護保険

事業
介護サービス事業 下水道事業

水　道　事　業

収益的収支 資本的収支

歳　　入 220,527 
万円

15 
万円

26,426
万円 

139,477
万円 

1,270 
万円

2,231
万円 

27,642
万円 

3,960
万円 

歳　　出
204,704

万円 
15 

万円
26,272

万円 
133,582 

万円
1,145 
万円

2,231 
万円

25,703 
万円

15,975 
万円

差引残額
15,823

万円 
0 

万円
154 
万円

5,895
万円 

125 
万円

0 
万円

資本的収入額が資本的支出額に対して
不足する額は、過年度分損益勘定留保
資金及び当年度消費税額及び地方消費
税資本的収支調整額で補てんした。

　

歳
入
で
は
、
前
年
度
決
算
に
比
較
し
て
、

５
千
２
４
１
万
円
減
少
し
ま
し
た
。
地
方
交

付
税
が
増
加
し
た
一
方
で
、
定
額
給
付
金
事

業
や
地
域
活
性
化
交
付
金
事
業
の
終
了
に
よ

る
減
少
が
大
き
か
っ
た
の
が
、
そ
の
理
由
で

す
。

　

実
質
収
支
が
黒
字
に
な
っ
た
と
は
い
え
、

野
辺
地
町
の
予
算
は
規
模
が
小
さ
く
、
さ
ら

に
は
基
金
の
積
立
も
少
な
く
、
国
や
県
の
施

策
の
変
更
に
よ
り
大
き
く
変
動
し
ま
す
。
今

後
も
一
層
の
財
政
健
全
化
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
実
質
収
支
】

　

歳
入
歳
出
差
引
額
か
ら
翌
年
度
に
繰
り
越

す
べ
き
財
源
を
控
除
し
た
決
算
額
で
す
。

一般会計歳出
57億2,080万円



ミニガイド

6

児

童

館

行

事

電
話
（
64
）
３
１
０
６

歴
史
民
俗
資
料
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

図

書

館

行

事

電
話
（
64
）
２
１
９
５

◆
総
合
避
難
訓
練
／
12
日
（
土
）
午

後
２
時

◆
干
支
の
レ
リ
ー
フ
作
り
（
辰
）
／

15
日
（
火
）
午
後
４
時　

12
月
15

日
ま
で
数
回
開
催
予
定

◆
料
理
教
室
（
申
込
締
切
22
日
・
参

加
費
１
５
０
円
）
／
26
日
（
土
）

午
前
10
時
30
分

　

こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
の
被

災
者
支
援
の
た
め
、
城
内
自
治
会

祭
典
部
（
杉
山
勝
利
代
表
）
は
、

義
援
金
と
し
て
、
１
０
，
６
３
５

円
を
岩
手
県
災
害
義
援
金
募
集
委

員
会
へ
送
金
し
ま
し
た
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

○
文
化
財
保
護
強
調
週
間
期
間
中
の

11
月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
は
、
入

館
無
料
と
し
ま
す
。

○
壁
紙
張
替
の
た
め
、
11
月
７
日
か

ら
10
日
ま
で
は
、
展
示
室
の
見
学

は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
朗
読
の
会
「
秋
桜
」
／
午
前
10
時

10
日
（
木
）

◆
絵
本
を
楽
し
む
会「
お
お
き
な
木
」

／
11
日
（
金
）
午
前
10
時

◆
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
／
16
日
（
水
）

午
前
10
時（
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
）

◆
ヨ
チ
ヨ
チ
お
は
な
し
会
／
17
日

（
木
）
午
前
10
時
30
分
（
３
才
未

満
児
向
け
）

◆
古
典
に
親
し
む
会
／
18
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
「
紫
式
部
日
記
」

◆
お
は
な
し
サ
ー
ク
ル「
虹
色
の
会
」

／
19
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

図書館おすすめの新刊（入荷予定本）
マ ス カ レ ー ド・ ホ テ ル 東　野　圭　吾
お ま え さ ん　 上・ 下 宮　部　みゆき
は や く 名 探 偵 に な り た い 東　川　篤　哉
転 迷 　 隠 蔽 捜 査 ４ 今　野　　　敏
古 手 屋 喜 十 為 事 覚 え 宇江佐　真　理
金 米 糖 の 降 る と こ ろ 江　國　香　織
あ や し い 探 検 隊 北 海 道 物 乞 い 旅 椎　名　　　誠
内 部 被 曝 の 真 実 児　玉　龍　彦
く ち ぬ い 坂　東　眞砂子
南部史・津軽史にひそむ謎の群像 名久井　貞　美

本　の　展　示
●なにになろうかな？の本展　11/16(水) ～ 30(水)

郷
土
の
味
を
楽
し
む
会
・
野
辺
地
歴
史
巡
り
ツ
ア
ー

◎
郷
土
の
味
を
楽
し
む
会

日
時　

11
月
11
日
（
金
）
正
午

場
所　

中
央
公
民
館 

ホ
ー
ル

会
費　

２
，
０
０
０
円
（
当
日
）

献
立　

茶
粥
・
よ
せ
豆
腐
・
け
い
ら

ん
・
み
そ
貝
焼
き
他

余
興　

祗
園
囃
子
演
奏
・
野
辺
地
の

昔
話

申
込
み
受
付　

11
月
１
日
（
火
）
～

11
月
６
日
（
日
）
ま
で

　

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５

時
ま
で　

※
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す

野
辺
地
町
観
光
協
会　

℡
（
64
）

９
５
５
５　

ＦＡＸ
（
64
）
９
５
０
１

震
災
被
災
地
へ
の
義
援
金

◎
野
辺
地
歴
史
巡
り
ツ
ア
ー

日
時　

11
月
11
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

集
合
場
所　

中
央
公
民
館
前

会
費　

２
０
０
円 

資
料
館
入
館
料

及
び
傷
害
保
険
料

コ
ー
ス　

公
民
館
前
→
馬
門
御
番
所

跡
→
遠
見
番
所
跡
→
蔵
町
→
大
砲

台
場
跡
他　

※
終
了
後
郷
土
の
味

を
楽
し
む
会
へ

移
動
手
段　

バ
ス
を
利
用

申
込
受
付　

郷
土
の
味
を
楽
し
む
会

の
申
込
み
の
方
を
前
提
と
す
る

定
員　

40
人

平成24年　野辺地町成人式のお知らせ
日　時　平成24年１月８日（日）午後１時　受付
　　　　　　　　　　　　　　　午後２時　開式
　※成人の日（１月９日）の前日となりますので、お間違

えのないよう御出席下さい。
場　所　野辺地町中央公民館　大ホール
対象者　平成３年４月２日～平成４年４月１日までに生ま

れた方
写真代　１，０００円

　※平成23年11月１日現在、当町に住所を有する方には、
はがきでご案内いたします。町外に住所がある方で、
当町の成人式に出席を希望される方は、12月19日（月）
までに野辺地町中央公民館（64－3054）へお申し込み下
さい。なお、お名前等に間違いが生じないよう直接お
申し込みくだされば幸いです。

問　正しい答えを選んでください。
１．常夜燈は、いつごろ作られたものですか。
　　ア．鎌倉時代　　イ．江戸時代　　ウ．明治時代
２．行在所は、誰によってたてられましたか。
　　ア．江口　乙矢　　イ．江口　隆也　　ウ．野村冶三郎
３．行在所を利用されたのはだれですか。
　　ア．徳川慶喜　イ．明治天皇　ウ．大正天皇
４．野辺地戦没者墓地には、何名埋葬されたといわれていますか。
　　ア．津軽藩士27名　イ．盛岡藩士５名　ウ．松前藩士10名
５．常光寺には、明治時代著名な歌人が滞在しました。この歌人は誰ですか。
　　ア．正岡子規　　イ．与謝野晶子　　ウ．石川啄木
答　１．イ　２．ウ　３．イ　４．ア　５．ウ

「第２回ふれあい教育の日フェスティバル」
“親子であそぼうDAY“　　参加無料(申し込み必要)
平成23年11月12日（土）　９：00～　中央公民館
　◎野辺地町(野辺地検定)に関する「ウルトラクイズ」が出ま
す。次のクイズを参考に勉強してみましょう。

　（野辺地検定練習問題は、学校・公民館・図書館・歴史民俗
資料館に配布してあります。）

　問い合せ：野辺地町教育委員会　TEL64－2119

お
詫
び
と
訂
正
に
つ
い
て

　

10
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
結
核

検
診
の
お
知
ら
せ
に
お
い
て
、
11

月
８
日
の
実
施
場
所
、「
旧
さ
い

と
う
整
骨
院
前
」
は
、
正
し
く
は

「
さ
い
と
う
整
骨
院
横
」
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

平成23年度自衛官募集のご案内

ウルトラクイズの練習問題に挑戦してみよう！

◎　細部については、下記までお問い合わせ下さい。
〒033－0037　三沢市松園町三丁目６－16　中野プラザビル２Ｆ（ユニバース松園店隣）　自衛隊青森地方協力本部　三沢募集案内所
　　　　　　　電話、ＦＡＸ　0176－53－1346　（平日08：45 ～ 17：30）　e-mail：plomisawa@carrot.ocn.ne.jp

募集種目 応募資格(平成24年４月１日基準) 受付期間 試験期日 試験場所（予定）

高等工科学校生徒 男 中卒（見込含）17歳未満 11月１日（火）～平成24年１月６日（金） 平成24年１月14日（土） 八戸福祉公民館



町
税
等
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で
！
（
口
座
振
替
で
き
る
金
融
機
関
　
青
森
銀
行
・
み
ち
の
く
銀
行
・
青
い
森
信
用
金
庫
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
ゆ
う
き
青
森
農
業
協
同
組
合
野
辺
地
支
所
）

お知らせ

7

11月は納税完納強調月間です
～税金などの納め忘れはありませんか～

　町民の皆様が納める税金などは、町の財政を支える貴重な財源です。
　町では、税などの財源を確保して健全な財政運営を図るため、県と一丸となって税の収入確保に取り組んで
いるところであり、11 月を「納税完納強調月間」と定め、納期限を過ぎている税などの納付についてのお願い（訪
問）をいたします。
　町税（町県民税・固定資産税・軽自動車税）、国民健康保険税、介護保険料、保育料、後期高齢者医療保険料、
給食費、水道料などの納め忘れについて、再確認や計画的な納付のお願いをいたします。
　皆様のご家庭においても、納め忘れがないかをもう一度ご確認いただきますようお願いします。

※納付が困難な場合は早めに、次の担当課へご相談ください。

お問合せ先
役場　℡６４－２１１１
町税・国民健康保険税　…　税務課（内線２３５）
後期高齢者医療保険料　…　町民課（内線２３８）
介護保険料・保育料　　…　健康福祉課（内線２４７・２４５）
水道料　　　　　　　　…　水道課（内線２７０）
給食費　　　　　　　　…　給食センター（℡６４－２８８６）

日
　
時　

11
月
17
日
（
木
）

　

午
後
２
時
～
午
後
３
時
30
分

　
（
受
付
開
始　

午
後
１
時
30
分
）

場
　
所　

野
辺
地
町
中
央
公
民
館

そ
の
他

①
年
末
調
整
関
係
書
類
に
不
足
が

あ
る
場
合
は
、
説
明
会
場
及

び
十
和
田
税
務
署
で
配
布
い

た
し
ま
す
。

②
説
明
会
で
使
用
す
る
書
類

　

○
年
末
調
整
の
し
か
た

　

○
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
等

の
法
定
調
書
の
作
成
と
提

　

青
森
県
で
は
、
地
方
税
電
子
化
協

議
会
が
運
営
す
る
地
方
税
ポ
ー
タ
ル

シ
ス
テ
ム
（
通
称
「eLTA

X:

エ
ル

タ
ッ
ク
ス
」）
を
利
用
し
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
法
人
関
係
税

（
法
人
県
民
税
・
法
人
事
業
税
・
地

方
法
人
特
別
税
）
の
申
告
を
行
っ
て

い
ま
す
。

○
利
用
で
き
る
手
続
き　

法
人
関
係

税
（
法
人
県
民
税
・
法
人
事
業
税
・

地
方
法
人
特
別
税
）
の
申
告
手
続

き
○
利
用
で
き
る
方　

納
税
者（
法
人
）

及
び
代
理
人
（
税
理
士
な
ど
）

○
電
子
申
告
の
特
徴　

無
料
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
るeLTA

X

専
用

ソ
フ
ト
「PCdesk

」
等
で
、
申

告
書
の
作
成
や
申
告
手
続
き
が
で

出
の
手
引

　

○
給
与
支
払
報
告
書（
総
括
表
）

の
書
き
か
た

　

○
源
泉
徴
収
票
・
支
払
調
書
提

出
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

③
個
人
事
業
者
の
決
算
説
明
会

　
（
年
末
調
整
関
係
事
務
の
説
明

も
含
む
。）
は
別
途
開
催
さ
れ

ま
す
。

お
問
合
せ
先

　

十
和
田
税
務
署
法
人
課
税
第
一

部
門
（
源
泉
所
得
税
担
当
）

　

☎
０
１
７
６
（
23
）
３
１
５
１

平
成
23
年
の
年
末
調
整
関
係
事
務
説
明
会
開
催

法
人
関
係
税
の
電
子
申
告
に
つ
い
て

き
ま
す
。

○
利
用
す
る
に
は　

eLTA
X

ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
利
用
届
出
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
初
め
て
利
用

さ
れ
る
場
合
は
、あ
ら
か
じ
め「
電

子
証
明
書
」の
取
得
が
必
要
で
す
。

な
お
、
利
用
届
出
後
、
実
際
の
申

告
が
で
き
る
ま
で
数
日
か
か
り
ま

す
。

　

ご
利
用
方
法
等
、
詳
細
に
つ
い
て

は
左
記
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.eltax.
jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先　

上
北
地
域
県
民

局
県
税
部
課
税
課
☎
０
１
７
６

（
22
）
８
１
１
１
（
内
線
２
０
７
）



住
民
票
・
戸
籍（
全
部
事
項
証
明
・
個
人
事
項
証
明
）の
申
請
は
、窓
口
に
来
ら
れ
た
方
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

お知らせ

8

排
水
設
備
工
事
配
管
工
認
定
講
習
に
つ
い
て

『
巡
回
法
律
相
談
会
』

指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙
に
ご
協
力
を

幼
稚
園 

園
児
募
集
・
入
学
願
書
の

受
付
を
し
ま
す

　

幼
稚
園
で
は
、
平
成
24
年
度

の
入
園
を
希
望
す
る
幼
児
の
入

園
願
書
の
受
付
を
開
始
し
ま
し

た
。
入
園
ご
希
望
の
方
は
各
幼

稚
園
で
入
学
願
書
を
い
た
だ

き
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間　

11
月
１
日（
火
）

～
随
時
受
付
け
ま
す

◆
受
付
場
所　

各
幼
稚
園

◆
幼
稚
園
の
特
色

　

・
文
部
科
学
省
で
定
め
て
い

る
学
校
教
育
基
本
法
に
基

づ
い
た
教
育
内
容
で
の
実

施

　

・
保
護
者
の
経
済
状
況
に
よ

り
幼
稚
園
奨
励
費
補
助
金

制
度
有
り

　

・
兄
弟
姉
妹
入
園
に
つ
い
て

の
特
典
有
り

　

・
預
か
り
保
育
、
子
育
て
支

援
（
満
３
歳
未
満
の
子
ど

も
）
の
実
施

　

・
夏
休
み
、
冬
休
み
、
春
休

み
の
長
期
休
業
日
の
保
育

実
施

　

・
通
園
バ
ス
、
給
食
有
り

　

・
そ
の
他
各
園
そ
れ
ぞ
れ
の

特
色
が
あ
り
ま
す
の
で
、

園
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

　

青
森
県
下
水
道
協
会
に
よ
る
平
成

23
年
度
排
水
設
備
工
事
配
管
工
認
定

講
習
が
、
左
記
の
と
お
り
実
施
さ
れ

ま
す
。

○
期
日
及
び
受
講
料

　

配
管
工
認
定
講
習　

平
成
24
年
1

月
19
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分
か

ら　

７
，
０
０
０
円　

一
定
の
受

講
条
件
あ
り

○
場
所　

青
森
県
水
産
ビ
ル
（
青
森

市
）

○
申
込
書
の
配
布
及
び
受
付

　

平
成
23
年
11
月
17
日
（
木
）
～
12

月
６
日
（
火
）

　

司
法
書
士
無
料
相
談
会
の
開
催
に

つ
い
て

日
時　

平
成
23
年
11
月
19
日
（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　

観
光
物
産
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー

相
談
内
容　

登
記
相
談
（
相
続
・
贈

与
等
）、
法
律
相
談
（
多
重
債
務
・

成
年
後
見
・
消
費
者
問
題
等
）

費
用　

無
料

相
談
員　

司
法
書
士
（
青
森
県
司
法

書
士
会
会
員
）
５
人
程
度

主
催　

青
森
県
司
法
書
士
会

　

℡
０
１
７
―
７
７
６
―
８
３
９
８

担
当
者　

相
談
事
業
担
当
理
事

　

髙
松
隆
雄　

℡
０
１
７
―
37
―
４

３
０
３

　

平
成
23
年
８
月
末
現
在
、
全
国
の

警
察
か
ら
指
名
手
配
さ
れ
て
い
る
者

は
、
オ
ウ
ム
真
理
教
関
係
被
疑
者
３

人
を
は
じ
め
と
し
て
、
約
９
７
０
人

に
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
被
疑
者
は
、
殺
人
等
の

凶
悪
事
件
、
窃
盗
事
件
、
詐
欺
等
の

知
能
犯
事
件
な
ど
に
関
し
て
手
配
さ

れ
て
お
り
、
再
び
犯
行
を
行
う
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

警
察
で
は
、
11
月
中
に
全
国
警
察

の
総
力
を
挙
げ
て
、
被
疑
者
の
早
期

検
挙
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
こ
の
指
名
手
配
被
疑
者
の
発
見

活
動
に
は
地
域
の
方
々
の
ご
協
力
が

是
非
と
も
必
要
で
す
。
ど
ん
な
わ
ず

か
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、
警

察
に
通
報
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

野
辺
地
警
察
署 

刑
事
生
活
安
全

課　

℡
64
―
２
１
２
１

○
申
込
書
の
配
布
場
所　

野
辺
地
町

役
場
建
設
環
境
課

○
申
込
方
法　

申
込
書
に
所
定
の
書

類
を
添
え
て
直
接
野
辺
地
町
役
場

建
設
環
境
課
へ
提
出
し
て
下
さ

い
。

○
そ
の
他　

受
験
資
格
等
に
つ
い
て

は
、
野
辺
地
町
役
場
建
設
環
境
課

（
64
―
２
１
１
１
内
線
２
７
４
）

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

幼稚園名 住所
募集
人員

法人名 教育目標
保育
時間

野辺地カトリック幼稚園
℡　 64-3470
FAX 72-8090

野辺地町
字野辺地
318-1

30
学校法人
東北カトリック学園
理事長 佐藤守也

キリスト教の精神に基づき、自分の
持っている能力を最大限に生かしな
がら、個性を豊かにし、主体的に行
動できる人間になるための基礎の育
成を目指します。またお友達や自然
界を大切にする心を育みます。

7：30

～

18：00

八戸短期大学附属
びわの幼稚園
℡　 64-1938
FAX 64-1938

野辺地町
字枇杷野
51-5

50
学校法人
光星学院
理事長 中村覺

豊かな環境の中でモンテッソーリ教
育を基本理念として、一人ひとりを
愛情深く確かに育てます。
◆明るく元気な子
◆心の豊かな子
◆自分の考えを持てる子

7：30

～

19：00



今
月
の
納
税
…
固
定
資
産
税
第
４
期
・
国
保
税
第
５
期
　
納
付
期
限
は
11
月
30
日（
水
）
で
す
。
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お知らせ

平成24年度　母子寡婦福祉資金の予約貸付を受付
　
県
で
は
、 

母
子
・
寡
婦
家
庭
の
子
ど
も
で
、 

平
成

24
年
中
に
小
・
中
学
校
、 

高
等
学
校
、 

高
等
専
門
学

校
、 

短
期
大
学
、 

大
学
お
よ
び
各
種
学
校
に
進
学
し

よ
う
と
す
る
方
に
対
し
、 

修
学
資
金
の
予
約
貸
付
を

行
い
ま
す
。 

貸
付
の
種
類
は
下
記
の
表
の
と
お
り

で
、 
貸
付
利
子
は
無
利
子
で
す
。 

　
た
だ
し
、 
小
・
中
学
校
の
入
学
者
に
対
す
る
貸
付

は
就
学
支
度
資
金
の
み
と
な
り
ま
す
。 

　
予
約
貸
付
の
申
請
を
さ
れ
る
方
は
、 

役
場
健
康
福

祉
課 

（
64

－

２
１
１
１
内
線
２
４
５
） 

に
書
類
を
備

え
つ
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、 
必
要
事
項
を
記
入
し
て

11
月
25
日 

（
金
） 

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、 

日
本
育
英
会
奨
学
金
と
の
重
複
貸
付
を
受

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、 

こ
の
他
に
も
母
子
家
庭
・
寡
婦
家
庭
に
対

し
経
済
的
自
立
の
助
成
と
生
活
意
欲
の
助
長
を
図
る

た
め
、 

各
種
資
金
の
貸
付
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

就学支度資金 （被服費・履物代に要する資金）

修業資金 （知識・技能習得に要する資金）

修学資金 （授業料・書籍代・通学等に要する資金）

学校種別
貸付限度額

 （月額） 
据置
期間

償還
期間

貸付
利率

高 等 学 校
専 修 学 校

（ 高 等 課 程 ）

国 ･ 公立
自　宅 18,000 円

就
学
終
了
後
６
ヵ
月

20

年

以

内

無

利

子

自宅外 23,000 円

私立
自　宅 30,000 円
自宅外 35,000 円

高 等 専 門
学 校

国 ･ 公立
自　宅 21,000 円
自宅外 22,500 円

私立
自　宅 32,000 円
自宅外 35,000 円

短 期 大 学
専 修 学 校

（ 専 門 課 程 ）

国 ･ 公立
自　宅 45,000 円
自宅外 51,000 円

私立
自　宅 53,000 円
自宅外 60,000 円

大 学
国 ･ 公立

自　宅 45,000 円
自宅外 51,000 円

私立
自　宅 54,000 円
自宅外 64,000 円

専 修 学 校 （ 一 般 課 程 ） 31,000 円 ５年以内

学校種別 貸付限度額 （年額）
据置
期間

償還
期間

貸付
利率

小学校に入学する場合 39,500 円

各
学
校
等
に
お
い
て
修
学
す
る
期
間
及
び
卒
業
後
６
ヵ
月

20

年

以

内

無

利

子

中学校に入学する場合 46,100 円

公立の高等学校・高等
専門学校・専修学校 

（高等課程及び一般課
程） に入学する場合、 
または中卒者が修業施
設に入所する場合

自　宅 150,000 円

自宅外 160,000 円

私立の高等学校・高等
専門学校または専修学
校の高等課程に入学す
る場合

自　宅 410,000 円

自宅外 420,000 円

国・公立の大学・短期
大学または専修学校の
専門課程に入学する場
合

自　宅 370,000 円

自宅外 380,000 円

私立の大学・短期大学
または専修学校の専門
課程に入学する場合

自　宅 580,000 円

自宅外 590,000 円

高卒者が修業施設に入
所する場合

自　宅 90,000 円 ５
年
以
内自宅外 100,000 円

貸付期間
貸付限度額

 （月額）
据置期間

償還
期間

貸付
利率

知識・技能を習
得する期間中

（５年を超えない
範囲）

68,000 円
知識技能

習得後１年

６
年
以
内

無
利
子

◎
高
齢
者
・
障
害
者
の
除
雪
に
関
す
る
お
知
ら
せ

◎
除
雪
作
業
員
募
集

　

日
常
生
活
上
、
除
雪
が
困
難
な
場

合
は
、
左
記
に
よ
り
申
込
み
し
て
く

だ
さ
い
。

実
施
期
間　

12
月
上
旬
か
ら

 

3
月
下
旬

対
象
世
帯　

町
民
税
が
非
課
税
の
概

ね
65
歳
以
上
で
除
雪
が
困
難
な
一

人
暮
ら
し
及
び
夫
婦
世
帯
。（
高

齢
者
だ
け
の
世
帯
）
町
民
税
が
非

課
税
の
障
害
者
だ
け
の
世
帯
。

　
　

た
だ
し
、
対
象
世
帯
が
住
む
近

隣
地
区
に
協
力
者
が
い
な
い
方
。

申
込
み
受
付
後
審
査
し
、
利
用
の

可
否
を
通
知
し
ま
す
。

事
業
内
容　

玄
関
か
ら
道
路（
通
り
）

ま
で
の
除
雪
作
業

　
（
屋
根
の
雪
下
ろ
し
、
窓
・
軒
下

の
除
雪
は
行
い
ま
せ
ん
。）

利
用
料
金　

30
分
以
内
１
５
０
円　

30
分
増
す
毎
に
１
５
０
円
加
算
。

申
込
先　

町
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

　

℡
64
―
１
７
７
０

　
　

役
場　

健
康
福
祉
課

　

℡
64
―
２
１
１
１

申
し
込
期
間
：
11
月
１
日
（
火
）
～

11
月
30
日
（
水
）

　

玄
関
か
ら
道
路
（
通
り
）
ま
で
の

除
雪
が
困
難
な
高
齢
な
一
人
暮
ら
し

及
び
夫
婦
世
帯
等
並
び
に
障
害
者
の

除
雪
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
作
業
員

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

20
人
程
度　

応
募
資
格　

健
康
で
、
野
辺
地
町
在

住
の
方
。

雇
用
期
間　

12
月
上
旬
か
ら

 

3
月
下
旬

賃
　
　
金　

時
給
１
、
３
５
０
円

（
交
通
費
を
含
む
）

締
め
切
り　

11
月
25
日
（
金
）
ま
で

申
込
先　

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
申

込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

　

℡
64
―
０
４
０
１

犬のフンの後始末について
　飼い主が責任をもって処理し、環境衛生の保持にご協力ください。
迷い犬について

　飼い犬がいなくなった…役場・警察署・青森県動物愛護センター（0177－26－6100）へ連絡
　迷い犬が発見された…役場へ連絡
※役場での保護は数日程度とし、その後は青森県動物愛護センターへ引き渡しします。
　犬の首輪やつないでいる支柱の点検をこまめに行い、犬が離れないよう気を配りましょう。
犬の登録について

　犬を飼っている方は登録が必要です。（登録手数料3,000円／頭）
　狂犬病予防注射を受けていない場合は注射を受けましょう。また、受けた場合でも平成23年

度の注射済票の交付を受けていない方は交付を受けましょう。（交付手数料550円／頭）
交付先：役場建設環境課64－2111（内線276）



が
ん
検
診
・
特
定
健
診
を
お
申
し
込
み
の
方
は
、忘
れ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。（
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
　
64
・
１
７
７
０
）

　

10

いきいきシルバー交通安全強調月間

運動の目的

　　この時期は日没が早く、夕暮れ時から夜間にかけて高
齢者の交通事故が多発する傾向にあることから、県民一
人ひとりに高齢者を交通事故から守る交通安全思想の普
及・浸透を図るとともに、高齢者自らが交通ルールの遵
守と正しい交通マナーの実践を習慣づけ、高齢者の交通
事故を防止することを目的とする。

運動の期間

　　11月１日（火）から11月30日（水）まで１か月間
運動の重点

　　１　高齢者の交通安全に関する県民の意識啓発
　　２　高齢者に対する交通安全教育の推進
　　３　高齢者歩行者の交通事故防止

県民総ぐるみで交通事故をなくしましょう！！

　
「
戸
籍
の
窓
」
に
は
、
当
町
に
届
け

ら
れ
た
出
生
と
死
亡
に
つ
い
て
掲
載

し
て
い
ま
す
が
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
関
す
る
こ
と
な
の
で
、
載
せ

て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
け
出
の

際
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

 

（
９
月
受
付
分
）
町
民
課

大
西　

紗さ

綾あ
や
ち
ゃ
ん
（
弘
樹
）
中　

袋

藏
川　
　

誉
ほ
ま
れく
ん　
（
孝
）　

え
ぼ
し

髙
野
宗そ

う

一い
ち

郎ろ
う

く
ん 

（
宗
）　

下　

袋

芋
田　

悠は
る

夢む

く
ん　
（
勝
）　

新　

道

中
谷　
　

昇
さ
ん 

（
77
）
下
町
一

小
林　

幸
雄
さ
ん 

（
73
）
駅
前
二

山
崎　

ミ
チ
さ
ん 

（
98
）
新　

町

三
戸
勘
之
助
さ
ん 

（
92
）
下　

袋

野
坂　

ス
ヱ
さ
ん 

（
102
）
川　

目

熊
谷　

せ
つ
さ
ん 

（
90
）
馬
門
一

⻆
鹿　

男
さ
ん 

（
77
）
有　

戸

横
濵　

米

さ
ん 

（
93
）
馬
門
二

船

 

ツ
ヤ
さ
ん 

（
83
）
下
町
二

和
嶋　

セ
ツ
さ
ん 

（
79
）
下　

袋

杉
山　

ト
キ
さ
ん 

（
100
）
駅
前
二

沖
津　

正
男
さ
ん 

（
78
）
駅
前
一

横
濵　

キ
ヨ
さ
ん 

（
94
）
馬
門
二

小
山
田
初
男
さ
ん 

（
86
）
城　

内

和
田
チ
ヨ
エ
さ
ん 

（
93
）
駅
前
二

●第１・３月曜日

老人福祉センター

時間：午前10時～午後２時

バス運行日　11月21日

健康づくり憩いの湯

●毎週月・木曜日（祝祭日

除く）

　有戸地区はまなす

　　　　ふれあいセンター

時間：午後１時

　　　～午後２時45分

バス運行日（毎週月･木曜日）

11月７・10・14・17

　　21・24・28日

川端　義
よし

也
なり

くん蛯澤　龍
りゅう

聖
せい

くん

中村ひかりちゃん藤村　志
し

乃
の

ちゃん

　「いつまでもムシ歯ゼロ
でいてね」
 （母、朗子、下袋）

　「虫歯ゼロおめでとう、
これからもピカピカ☆ス
マイルの龍でいてね♡」
 （母、紗也香、中袋）

　「ひか　むし歯ゼロおめ
でとう！これからも楽し
くハミガキがんばろうね」
 （母、里織、八幡町）

　「大好きなキティちゃん
の歯ブラシで、虫バイキン
をやっつけようね♡」
 （母、裕子、城内）

交通安全や防犯の活動を行っている事業者、地域団体について知りたい方は…

青森県安全で安心なまちづくりパートナー事業者 検　索



町
税
等
の
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無 料 相 談 案 内
名　　称 相　談　内　容 期日と時間 場　　所 相談担当または電話番号

年 金 相 談 国民年金に関する
こと

今月は休みです
次回は12月21日（水）
12：00 ～ 15：00

野 辺 地 町
中 央 公 民 館

青森年金事務所
０１７－７３４－７４９８（予約番号）

（完全予約制です） 
〒030-8554青森市中央１－22－8

人 権 相 談
困りごと・いやが
らせ等人権の擁護
に関すること

今月は休みです
次回は12月６日（火）
10：00 ～ 15：00

野 辺 地 町
中 央 公 民 館

人権擁護委員
64－２１１１

町 民 よ ろ ず
相 談 室

生活全般に関する
こと

月曜日・水曜日 
９：30 ～ 15：00 役 場 相 談 室

事前に総務課64－2111（内228）
緊急の相談は月～木曜日９：30 ～
15：00

弁護士無料相談 民事・一般 12月２日（金）
14：15 ～ 16：45

老 人 福 祉
セ ン タ ー

弁護士が対応します。11月25日
まで総務課64－2111（内228）へ
申し込みください。予約必要

児童家庭相談 養護・児童虐待等
に関すること

月～金曜日
（祝・祭日除く）
10：00 ～ 16：00

野 辺 地 町
健 康 福 祉 課 64－２１１１

行 政 相 談 行政に関する苦情・
要望等に関すること

11月15日（火）
９：00 ～ 12：00 役 場 相 談 室 行政相談委員

教 育 相 談 しつけ・いじめ等
に関すること

月～金曜日（祝・祭日除く）
10：00 ～ 16：00

教 育 委 員 会
直 通 電 話 64－４９５４

電 話 介 護
相 　 　 談 介護に関すること 月～金曜日（祝・祭日除く）

９：00 ～ 16：00
健 康 増 進
セ ン タ ー 64－１７７０

国

民

年

金

保

険

料

10

月

分

の

納

付

期

限

は

11

月

30

日
（

水

）

で

す

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます。
～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～

年金受給者のみなさんへ
『扶養親族等申告書』は期限までに提出しましょう！

詳しくは、下記にお問い合わせください。
　青森年金事務所　　℡ 017-734-7495
　野辺地町役場
　国保・年金医療班　℡ 64-2111（内線241）

○　国民年金保険料は所得税及び住民税の申告において全額が社会保険料控除の対象となります。
（その年の１月１日から12月31日までに納付した保険料が該当します。）
○　この社会保険料控除を受けるためには、支払ったことを証明する書類の添付が義務付けられて
いますので、平成23年１月１日から９月30日までの間に国民年金保険料を納付された方に対し、
「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が本年10月下旬から11月上旬までに日本年金機構
から送付されます。
　　なお、10月１日から12月31日までの間に今年はじめて国民年金保険料を納付された方には、
来年の１月下旬に送付されます。
○　ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、納付されたご本人の社会保険料控除の申告に加
えることができますので、ご家族あてに送られた控除証明書を添付して申告してください。
※「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についてのご照会は、控除証明書のはがきに表示
されている年金事務所へお問い合わせください。

　老齢や退職を支給事由とする年金は、雑所得として所得税の課税対象とされています。（障害年金・遺族年金は課税
されません。）
　課税対象となる受給者の方には、毎年11月上旬までに日本年金機構から扶養親族等申告書が送付されますので、12
月１日の提出期限までに必ず提出してください。
　この申告により、翌年中に受けられる年金にかかる所得税の源泉徴収税額が決まります。もし提出を忘れると各種控
除が受けられず、所得税の源泉徴収税額が多くなる場合がありますのでご注意ください。
　なお、年金以外に収入がある方は確定申告が必要です。

平成 24 年度分「扶養親族等申告書」が送付される方

年齢 65 歳未満 年金額が 108 万円以上

65 歳以上 年金額が 158 万円以上
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健康増進センター
　前田５番地２
　　　　☎64－１７７０☆母子健康手帳の発行は各種相談と同様、毎週火・木曜日（８：30～17：00）となります。

保健行事名 月日・時間 場所・ＴＥＬ 対象 内容 備考

４カ月児

　　こども健診

11月10日㈭
13：15開始

12月８日㈭
13：15開始

野辺地病院
小　児　科

（64－3211）

〈11月10日〉
平成23年７月生まれ

〈12月８日〉
平成23年８月生まれ

育児相談
離乳食前期指導
身体計測
小児科医診察等
結核予防法によるＢＣＧワク
チンの定期接種

対象者には個別に通
知します。 

ＢＣＧ予防接種

７カ月児

　　こども相談

11月16日㈬
10：00開始

健 康 増 進
セ ン タ ー
 （64－1770） 

電話でのご
相談・お問
い合わせは
64－8080

（はればれ）
火・木曜日

平成23年４月生まれの乳児

育児相談
離乳食中期指導
離乳食試食
身体計測

母子健康手帳、 バス
タオルをお持ちくだ
さい。 
対象者への個別通知
はしておりません。 
毎月の広報で確認の
うえ、 おいでくださ
い。 

10カ月児

　　こども健診

11月16日㈬
13：00開始 平成23年１月生まれの乳児 育児相談

離乳食後期指導
身体計測・歯科保健指導・歯
科健診等１歳児

　　こども健診

11月16日㈬
13：30開始 平成22年11月生まれの乳児

みんなの

　　こども相談

11月16日㈬
14：30開始

０歳児から就学前まででこれ
までのこども健診・相談の対
象月年齢以外の児 （希望者） 

育児相談・栄養相談
身体計測
歯科健診等

できれば、前日までに
健康増進センターにお
申し込みください。 

１歳６カ月児

　　こども健診

11月22日㈫
12：50開始

平成22年４月～平成22年５月
生まれの幼児

育児相談・身体計測
小児科医診察
歯科健診等

対象者には個別に通
知します。 

ことばの相談
12月６日㈫
15：00開始

ことばなどの発達で相談した
い幼児

個別相談・指導 （わかば学級
教諭が対応） 

前日までに、 健康増
進センターにお申し
込みください。 

３歳児

　　こども健診

12月６日㈫
12：40開始

平成20年５月～６月生まれの
幼児

育児相談・身体計測
生活栄養指導
小児科診察・歯科健診
尿検査・聴覚検査等

対象者には個別に通
知します。 

すくすくテレフォン
火・木曜日

 （祝祭日除く） 
８：30 ～ 17：00

妊婦、 産後の方、 育児中の母
親、 家族の方など

妊娠・育児の電話相談
 （保健師が対応） 

思春期はればれ

電話相談

思春期の方、 思春期のお子さ
んをもつ親など

思春期のこころやからだの電
話相談 （保健師が対応） 

総合健康相談

火・木曜日
 （祝祭日除く） 

８：30 ～ 17：00
町民一般 保健師による健康相談

管理栄養士による食事相談

あれば健康手帳や健
診結果通知書をお持
ちください。 
事前にお申し込みく
ださい。 

マ タ ニ テ ィ

サ ロ ン

11月24日㈭
13：30 ～ 15：00

健 康 増 進
セ ン タ ー 妊婦とその家族

おしゃべり、 情報交換、 リフ
レッシュ
助産婦によるミニ講話

事前申込み不要。

青 森 県 こ ど も

救 急 電 話 相 談

土曜日・日曜日
・祝日　　　　
19：00 ～ 22：30

＃８０００
または

０１７-　　　　

７
な

２
に

２
に

- １
い

１
い

５
こ

２
に

小児の保護者等

小児の急病等への家庭内での
対応や医療機関への受診の目
安などの相談の対応 （看護師
が対応　小児科医が支援）

青森県が実施主体です。 
電話番号はどちらも携
帯電話からでも可能で
す。 

♥献血のお知らせ�11月８日
� 11月18日

かんぶん野辺地店　14：00 ～ 16：00

野辺地町役場　　　14：00 ～ 16：00
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